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イベント概要 

 
[企業名]  マネックスグループ株式会社  

 

[企業 ID]  8698 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2024年 3月期第 2四半期決算 アナリスト向け説明会  

 

[決算期]  2023年度 第 2四半期  

 

[日程]   2023年 10月 27日  

 

[ページ数]  37 

  

[時間]   17:30 – 18:13 

（合計：43分、登壇：24分、質疑応答：19分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2名 

取締役会議長 兼 代表執行役会長  松本 大 （以下、松本） 

取締役 兼 代表執行役社長 CEO  清明 裕子（以下、清明） 
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[アナリスト名]* モルガン・スタンレーMUFG証券  長坂 美亜 

SMBC日興証券    原 貴之 

UBS証券     岡田 大毅 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asiaが特定出来たものに限る 
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登壇 

 

松本：皆様、こんにちは。今日はマネックスグループ、2024年 3月期第 2四半期の決算説明会に

なります。 

それでは、内容は代表執行役 CEOの清明から説明をしたいと思います。 

 

清明：皆さん、こんにちは。よろしくお願いいたします。2024年 3月期第 2四半期の決算説明資

料になります。 

ハイライトからご説明申し上げます。 

4ページで、まずは最初に 10月 4日に発表いたしました NTTドコモさんとの資本業務提携、それ

による狙いですとか、何を考えているのかというのを、この 1枚のスライドを使って、少しご説明

申し上げたいと思います。 

発表しておりますとおり、本資本業務提携は、マネックスグループが保有するマネックス証券の持

分を約半分に減らす一方で、NTTドコモをマネックス証券にとって戦略パートナーとして引き込

むような形で、マネックス証券の非連続的成長を果たそうというものです。 
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これが、図で言うと、左上の既存の事業のマネックス証券のところに飛躍的に成長する画が描かれ

ておりますけれども、これは EPS のイメージでございますけれども、私どもマネックスグループ

から見たときには、いったん半分になりますので、利益貢献はいったん減りますけれども、その減

ったもののキャッチアップを可及的速やかに行い、そこから先は、飛躍的な成長を遂げていきたい

と思っています。 

そのマネックス証券の株式を一部譲渡することに伴って得る資金については、真ん中に記載のとお

り、資産運用業をはじめとする成長領域への投資をすることによって、マネックスグループ全体に

とって安定的な EPS の成長を果たしていこうというものでございます。 

こちらの図は先ほど申し上げましたとおりで、マネックス証券は、アセマネ事業を増やすことによ

って収益のボラティリティ、それから利益のボラティリティを下げることで、マネックスグループ

連結としては、全体的に安定的に成長させていくということを企図しております。 

 

5ページが、NTTドコモとの資本業務提携の概要でございますけれども、右の図のとおり、当社は

持分、それから議決権を 51%持ち、ドコモが中間持株会社の株式を 49%持つ一方で、実質支配力

基準に基づきまして、中間持株会社、それからその 100%子会社のマネックス証券は、来年の 1月

のクロージング以降、ドコモの連結子会社になるという形です。マネックスグループにとっては、

中間持株会社とマネックス証券の 2社は、持分法適用会社になるということになります。 
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クロージング後も、マネックス証券の社名やブランド、それから哲学、フィロソフィー、いろいろ

変わらずということでございまして、引き続き私がマネックス証券の社長を継続する形になりま

す。 

 

こちらは先ほども少しご説明しましたけれども、クロージング後、来年の 1月以降は、当グループ

の連結 P/Lからマネックス証券の収益は合算されず、持分法による投資損益として、マネックス

証券の最終利益の半分を取り込むという形になります。 

したがいまして、申し上げましたとおり、短期的には当グループの連結 P/Lに対するマネックス

証券の利益貢献は減少するものの、NTTドコモのプラットフォーム、ポイントですとかあるいは

チャネル、対面のチャネルもありますし、それから事業基盤、顧客基盤、データ基盤、こういった

プラットフォームを活用することによって、顧客基盤を飛躍的に拡大し、預かり資産を増加させ、

そしてそこから生まれてくる収益を上げ、マネックス証券としては非連続的な成長を実現し、中長

期的にはマネックスグループにとっても利益貢献を大きく果たしていくことを考えております。 
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7ページが取引の概要でございまして、発表しているとおり、中間持株会社、それはすなわちニア

リーイコールマネックス証券なのですけれども、その株式の価値 100%は 970億円という評価で、

そのうちの 48%の株式を売却し、それによって得られるお金が 466億円ほどになります。これら

を成長投資、アセマネ事業をはじめとする成長投資に充てるとともに、次のページでご説明します

が、株主還元にも充てることを考えております。 
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株主還元につきまして、2024年 1月 4日、クロージング以降、還元方針を変更しますというアナ

ウンスもさせていただいております。 

現状、配当金の下限を設定しておりまして、1株当たり半期で 7.5円を下限とし、機動的に自社株

買いをやりますということが現状の株主還元方針でございますが、クロージング以降は、この配当

金の下限を、年 15円から年 30円へと 2倍に引き上げることを発表しております。 

さらに、引き続き機動的に自社株買いをやるのですけれども、このような形で配当金の下限、フロ

アを設定するとともに、今回私どもの NTTドコモとの資本業務提携は、われわれグループにとっ

ても大きな成長戦略になりますので、この成長の果実につきましては、アップサイドとして株主還

元をしていきたいと思っております。 

アップサイドは何かといいますと、1株当たりの当期利益の 50%が、1株当たりの配当金の下限

30円を上回った場合には、1株当たりの当期利益の 50%を配当金の下限とさせていただきます。

なので、年間配当の下限は 30円でセットするものの、1株当たりの当期利益がそれより増えてき

たら、増えてきた分はきちんとアップサイドとして還元を増やしていきますよという、そのような

形でご案内させていただいております。 

 

なお、今日同時に発表しておりますけれども、中間配当につきましては現在の株主還元方針でござ

いますので、1株当たりの配当金 8円でご案内させていただいております。 
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2021年 3月期に株主還元方針を変更し、半期の配当を 1株当たり最低 7.5円で発表したのですけ

れども、そこから 7.5円、7.6円、7.7円と 0.1円ずつ上げておりまして、この中間期につきまして

は 8円とさせていただいております。今期の期末配当以降、先ほど申し上げました変更後の還元方

針になりますので、1株当たり 15円というのを最低にさせていただきたいと思っております。 

 

ここからは、少し業績の説明をさせていただきます。 

これまで私どもの業績は、修正 EBITDA という形でご案内しておりましたけれども、来年の 1月

以降、マネックス証券は持分法適用会社になりますので、つまり収益、それから営業利益は連結

PLからは外れていきまして、当期利益で持分法取り込みをしますので、これからのコミュニケー

ションも当期利益を使ったほうがいいだろうということで、今期から当期利益という形で示させて

いただいております。 

日本は安定しておりまして、アメリカはすごく減っておりますが、実力ベースの減りではなくて、

この右下にございますとおり、実は今期、米国セグメントにおきまして、暗号資産関連の引当金約

3億円をその他の費用で計上しておりますので少し減っておるのですけれども。いずれにしても全

体としては、コインチェックもコスト管理をしておりますので、連結四半期利益は 18.4億円とい

う形で、比較的安定しているかなと思っております。 
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ここから簡単に、3セグメントの業績です。 

日本は今御案内しましたとおり、アセマネモデルを 3年前から推進しておりますけれども、その成

果が出ておりまして、金融収支や投資関連収益など、残高ベースの収益が底堅く成長してきており

ますので、セグメント利益も安定している状況です。 
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米国につきましては、マーケットのボラティリティが下がっている中でも、トレードステーション

のターゲット顧客でありますアクティブトレーダー層の取引が堅調であったことから、トレーディ

ング関連収益も安定しておりますし、それからそれに加えて、米国の金利環境が引き続き高水準に

あることから、預かり資産運用益も安定しております。前期の第 2四半期に戦略を転換して以降、

利益をしっかりと着実に生み出している、そんな形になっております。 

 

クリプトにつきましては、この四半期は、前四半期と比べまして、マーケットの環境もやや良くな

っているかなというふうにも思いまして、収益も前四半期比で見ますと増えてはいるのですけれど

も、しっかりとコストコントロールをしていて、ブレークイーブン少しマイナスにとどめている形

になります。 
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そのようなことで、当社グループはもともと、マネックス証券、トレードステーション、それから

コインチェックを三本柱としてきておりますが、マネックス証券につきましてはドコモとの提携で

大きく成長、それからドコモとの提携によって得る資金をアセマネ事業等に投下することによっ

て、4番目の柱としてアセマネ事業というものを軸にしていきたいと思っております。 

 

ここから、簡単に 3カ月の数字だけご説明申し上げます。 
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まず、次のページに行きます。 

全体は、QoQで見まして、収益でいうと 3%増の 207億 4,900万円になっております。一方で、販

管費もやや増えておりまして、結果として営業利益相当額が 28億 6,700万円という形になってお

ります。 

 

セグメント別は、18ページでございます。 

円ベースで見ますと、この期も円安の影響もございますので、米国が引っ張った形でございます。

日本は安定しています。 

クリプトにつきましては、今申し上げましたとおり、収益は市場の回復が見てとれますので、営業

収益はプラスになっておりまして、営業損失の幅も大きく減っている形になります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

 

次に、主要 3セグメントの収益と費用のところにつきまして、少しご説明させていただきます。 

まず、日本セグメントでございますが、第 2四半期は、収益全体では前四半期比 0.6%減の 89億

2,200万円で、ほぼ横ばいになります。 

一番下の委託手数料につきまして、米国株の手数料は増加したものの、日本株は第 1四半期が非常

に活況だったため、それと比べますと日本株の手数料は落ちた形になります。一方で、信用残高は

増加しておりますため、金融収支は増加しております。 

FX につきましては、取引が減少しておりますので、FX・債券関連収益は減少という形でございま

すけれども、投信関連収益は、投資信託の残高が伸びていること、それからマネックス・アクティ

ビスト・ファンドの成功報酬の計上によりまして、投信関連収益は増加しているという形です。 

全体的に、非常に堅実に着実に成長しているかなと思います。 
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日本セグメントの販管費につきましては、ベースアップもございまして、人件費が増えていたり、

取引が活況だった口座が伸びたことから、広告宣伝費もやや増加した形になります。 

 

米国セグメントでございますけれども、ボラティリティが大きく下がったのですけれども、取引は

維持できている形でございます。これはトレードステーションのターゲット顧客であるアクティブ
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トレーダーの取引が、どのようなマーケット環境でも取引を継続されるという形でございまして、

委託手数料およびその他の受入手数料はともに増加しております。 

また、引き続き米国金利が上昇していった結果、金融収支も増収という形でなっております。 

それらの結果、全体としましては、こちらの表はドルベースで記載になっておりますけれども、前

四半期比約 2%増の 7,220万ドルという収益になっております。 

なお円ベースでは、円安の影響がございますので、営業収益は 7%の増加という形です。 

  

米国のコストでございますが、こちらはターゲットを絞り、マーケティング活動を効率化するとい

うことをやっておりますので、広告宣伝費を抑制している形です。 

通信費につきましては、クラウド費用の計上がございまして増加しておりますけれども、全体的に

は費用をコントロールできているかなと思います。 
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クリプトでございます。 

暗号資産市場は、前四半期比で取引量が増加しておりますので、こちらに売買代金を記載してござ

いますけれども、トレーディング損益は増加しております。そういったことから、前四半期比

20%増の 14億 1,900万円の営業収益となりました。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

17 
 

コストにつきましては、引き続き適切にコントロールをしております。広告宣伝費もさらに絞って

いるのですけれども、実は効率よく口座を取れておりまして、広告宣伝費を絞る中でも口座数は伸

びた形になっております。費用全体ではコントロールしておりますし、一方で口座のベースという

ものは、引き続き堅調に獲得できている形でございます。 

YoY は飛ばさせていただきまして、ビジネスアップデートを簡単にご説明申し上げます。 

 

まず日本セグメントでございますが、こちらは何のグラフかというと、日本セグメント全体の預か

り資産の残高です。マネックス証券の預かり資産に、マネックス・アセットマネジメントの運用残

高をのせた形でございます。 

3年ほど前、2020年の頭に、アセマネモデルに転換しますということを発表した後、着実に残高

が伸びてきております。これを牽引しているのは投資信託や米国株なのですけれども、足元の預か

り資産が 7兆円を超えてきている形になります。 

後ほどご説明しますが、今、マネックス・アセットマネジメントも非常に AUM を伸ばしてきてお

ります。 

来年 1月からイオン銀行との提携も始まります。そしてドコモとの連携も、来年の 1月から始まり

ます。こういったパートナー戦略を引き続き取りながら、今後この残高を着実に、急激に、加速度

的に伸ばしていきたいと思っております。 
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NTTドコモとの連携の内容につきましては、10月 4日にも発表させていただいたとおりですけれ

ども、マネックス証券はユニークな商品・サービスがございますし、投資教育のコンテンツもある

し、それからシステムを内製化しておりますので、さまざまな APIを持っています。それを NTT

ドコモのプラットフォーム、ポイントですとか、あるいはデジタル・リアル両方の顧客接点、チャ

ネル、そういったものにのせてもらうということで、一人一人のお客様に合った形での、よりパー

ソナライズされた商品を提供していくことを考えております。 

2024年から新 NISAも始まりますので、まだまだ投資を始めたことがない方々にも手軽で簡単な

資産形成サービスを提供していくということで、われわれが持っている APIをドコモさん側に引っ

張ってもらって、d払いアプリですとか、dポイントのアプリなど、そういったところに私たちの

サービスをのせていくことを企図しております。 
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一方で、実はイオン銀行さんとの提携も、引き続きプロジェクトを進めておりまして、来年 1月に

は、イオン銀行の投資信託の口座、それから残高がマネックス証券に移管されるということで、そ

のプロジェクトも着実に順調に進捗している状況でございます。 

1月以降はイオン銀行とも連携をして、イオン銀行のお客様に、まさに資産形成サービスをご案内

していきます。 

イオン銀行さんの口座数は、これは少し前の数字なのですけども、800万口座のうち投信の保有口

座が 30万口座と、まだまだポテンシャルはあるのかなと思っておりますので、イオン銀行のお客

様にも資産形成サービスをご提供していくということをやっていきます。 
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マネックス・アセットマネジメントの運用残高は、3,800億円を超えてまいりました。機関投資家

向けの運用が非常に牽引している形でございますけれども、ロボアドの ON COMPASS、ON 

COMPASS+、「ON COMPASS」シリーズも、運用パフォーマンスナンバーワンということでい

ただいておりますので、着実に増えてきている形です。 
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投資信託のサービス、それから IFA/ウェルスマネジメントも順調に伸ばしていますよ、というの

が 38ページ。 

 

39ページは新 NISA の導入に向けて、マネックス証券でも新 NISA で取り扱う商品の手数料無料化

だったりとか、さまざまなキャンペーンを張るとか、そんなことをやっておりますし、ロボアドサ

ービス「ＯＮ COMPASS」シリーズも新 NISA対応予定でございます。 
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アメリカのセグメントでございますけれども、左の図をご覧いただきますと、おわかりになります

とおり、折れ線グラフで示す VIX は下がっておりますけれども、お客様の取引は増えているという

形でございますので、手数料は VIXが落ちている中でも増えている形になります。 

右側の図も同じようなことを示しております。 

 

金融収支は、お客様の米ドル預かり金の運用も安定しているのですけれども、それは何かという

と、金利が引き続きこの 2Qも若干上がったという形もございますので、25億ドルの運用をさせ

ていただいております。 

現状、だいたい変動、固定半々で運用しておりますけれども、これが安定的に金融収益としてのっ

てきている形です。 

この先、金利の環境次第で、ということもありますけれども、現状は半分が固定になっております

ので、もし下がっていく局面におきましても、収益は維持できるのかなと思っております。 
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トレードステーションは、いわゆる高収益顧客と言いますか、アクティブトレーダーを取っていっ

ているのですけれども、その数、トレードステーションがターゲットとするお客様も着実に、数字

は少し小さいかもしれませんけれども、着実に伸びてきています。こういったお客様が、非常に収

益をもたらしてくれている形です。 
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そのアクティブトレーダーは、自社獲得顧客だけではなくてサードパーティーとの連携、トレード

ステーションもシステムを自社で持っておりますので、APIをたくさんきっておりまして、API連

携でサードパーティーからのお客様が収益にも貢献してくれている形になります。 

 

44ページからはコインチェックでございますけれども、コインチェックは引き続き、国内ナンバ

ーワンリーディングカンパニーとして、個人の顧客基盤を着実に増やしている形です。販売所/取

引所を持っている中で、それを活用して、そういった顧客基盤に対していろんなサービスを提供し

ていこうということで、法人関連の事業も強化しております。 

IEOもやっておりますし、それから NFTのサービス、NFTを通じてコミュニティを支援していく

といったものも含めて、コインチェックが持っている顧客基盤と法人様を繋いでいこうということ

をやっております。 
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今、リーディングカンパニーと申し上げましたけれども、ダウンロードシェア、それから口座数も

引き続き堅調でございます。 

 

IEOにつきましても、日本で最初の IEOを実施したのがコインチェックでこれが成功しましたけれ

ども、2号も成功し、それから 3号案件につきましてもご案内しております。このような形で、今

国内の IEOの過半をコインチェックが手がけている形でございます。 
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さらには INO、初めて販売される NFTというのも先日実施しました。 

クリプトは冬の時代などと言われている中でも非常に需要が多く、販売個数 100個に対しまし

て、申込み総数が 113.8倍でございまして、コインチェックの顧客基盤があって、いろいろとデジ

タル経済圏、IEOでも NFTでも、そういったクリプトのゲートウェイになろうということでこれ

までもやってきておりますけれども、しっかりと新しい商品を提供すると皆さんに受け入れていた

だける形になっておりますので、コインチェックから見ていても、少し明るい兆しが見えてきたの

かなと思っております。 
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引き続き、コインチェックグループの De-SPAC上場は、手続きを推進中です。 
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ここから先はアジア・パシフィックセグメント、オーストラリアを閉めましたですとか、投資事業

セグメントは、ソーシャルインパクトファンドに投資していますという話、教育事業はヴィリン

グ、ゲノムプラットフォームもやっておりまして、クラフターという AIの子会社では、

ChatGPT、生成 AIを活用した業務効率化ツール Crewを出し、私どもでも使っているのですけれ

ども、自治体さんでも導入され始めています、というようなご案内です。 
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そして最後が、統合報告書を開示しておりますので、英語版は 11月になるのですけれども、ぜひ

ご覧いただければと思います、というのが私からの説明でございます。 
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質疑応答 

 

松本 [M]：ありがとうございます。それでは皆様からご質問をいただいているので、お答えしてい
きたいと思います。まずモルガン・スタンレーMUFG証券の長坂様から事前にご質問をいただい

ているので、それについてお答えをしていきたいと思います。 

長坂 [Q]：一つ目、日本セグメントにて、中期的にパートナー企業との提携で、預かり資産の拡大
を目指しておられる点について質問です。既存のマネックス証券からの寄与の成長性と、NTTド

コモのチャネルからの資産流入ペース、この二つの考え方のイメージがあれば、教えてください。 

清明 [A]：イメージは、やはり NTTドコモさんからの流入が多いだろうと思っています。例えば

これはイメージなのですけども、3年後にだいたい 500万口座を目指しますということを 10月 4

日にもお伝えしましたけれども、もともと私たちがオーガニックグロースで描こうとすると、だい

たい 300万口座かなと。今 220万口座ですので、3年間で 100万弱、80万口座増やしていきたい

なと思っていたのですけれども、この上乗せの 200万口座というものはドコモさんからかなとい

うふうに思っております。もう全然広い、9,600万顧客ベースということでございますので、口座

数で見ますとやはりドコモさん。で、ここから先も、もう少し加速度的に増えていくかなと思って

いるのですけれども、やはりドコモさんからの流入に期待している形です。 

松本 [M]：25年かけて 300万口座を、ドコモさんのところから 2年間で 200万口座。 

清明 [M]：はい。3年間かな。 

松本 [M]：3年間で、そんなようなイメージ。だからそれだけ大きいものを考えていると。 

長坂 [Q]：あわせて、新 NISA 制度を契機とした新規顧客獲得の定量的なイメージがあったら、共

有してください。 

清明 [A]：実は全体の口座に占める NISA口座の割合は、マネックス証券は他社様と比べても少し

少なく、楽天さんや SBIさんと比べても少し少なかったのです。これも実は課題だと思っておりま

したので、ここを上げていきたいと思っているのですが、すみません、具体的に NISA が何口座

で、課税が何口座でという数え方はしておらず、NISA が取れれば課税も使われるというような考

え方をしておりますので、基本的には NISA をたくさん取っていきたい、NISA をご利用いただき

たいということを思っております。 
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長坂 [Q]：二つ目、アセマネ事業等でのM&A のオポチュニティに関連して、地域や運用スタイル

など、御社にとってのミッシングピースはどこにあるのかという課題認識を教えてください。 

松本 [A]：これは、やはりドコモさんと連携していく中で、今申し上げたように、今までにはない
巨大な顧客基盤を作っていこうという中で、今までの当社を利用される方というのは、やはりトレ

ーディングをしたいとか、自らマーケットに関わってくるとか、あるいは資産運用しようというこ

とに興味を持たれた、日本全国全体でいうととても少ないセグメントの人たちのために商品を提供

してきました。 

これからドコモさんと連携していく中で、そうではなくて、もっと巨大な普通のというか、今まで

資産形成に興味がなかった方々も対象になってくる中で、そういった方々に対してどのような運用

資産の提供が必要なのか、大切なのかということは、これから実際にこの提携が進んでいく中で、

ドコモさんの顧客基盤の方たちをマーケティングして、何が必要かというものを考えて、それに合

わせて何がミッシングピースなのかというのが出てくるのだと思うんですね。ですから、現時点

で、もちろん普通に金融業をしているわれわれとして、グローバルなエクイティとかそういうのが

もっと必要なのではないかとか、そういうのはいくつかあります。ありますけれども、それ以上

に、今後ドコモさんとの連携の中でわかってくる部分が大きいと考えています。 

長坂 [Q]：3番目、米国セグメントの収益は安定していますが、今後のアメリカの金利のアウトル

ックによっては、セグメント利益が来期以降に短期的にピークアウトするリスクがあるか否か。 

清明 [A]：短期的には、先ほども申し上げましたとおり、現状、お客様の預かり金の運用は、固定
と変動半々でやっているんですよね。で、固定金利での運用を始めたのが少し前、1年ほど前から

とかになってきますので、少しずつまたマチュリティがやってくるんですけれども、それをうまく

運用するなどして、たとえ金利が下がっても、すぐにボンと同じようになくなるということはない

ような形で運用はしております。 

それから、やはり金利が下がってくるタイミングでリスクオンになってくるのは株式市場、こちら

がまた動くと思います。そういった際には、この預かり金の運用益から株式の取引、オプションも

しくは先物取引に変わってくると思いますので、手数料が増えてくるのではないかなと思っており

ますので、ミックスかなと思います。 

松本 [A]：顧客預かり金運用における変動金利は、固定金利運用比率をバランス化させていること
で、金利の高止まりは下降局面にあっても安定的な収益が見込まれるとの理解ですが、今、それは

清明が説明したとおりです。で、今ご説明したように、ブレンドしているではなくて、固定のほう
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はどんどん満期が来るんですね。そこでまた固定債を買うという形なので、そういった形でかなり

いい形にポートフォリオがヘッジされていくというか、そんな感じだと思います。 

長坂 [Q]：4番目。クリプトアセット事業についてですが、市況回復に加え、経費コントロールで

収支改善されていますが、セグメント利益の黒字化のタイミングのイメージ、あるいはターゲット

があれば。 

松本 [A]：クリプトの税引前四半期利益は、マイナス 1億 6,000万円ですけれども、足元ではブラ

ックロックの BTCの ETFが登録されるのではないかという見込みの中で、この数日間ビットコイ

ンの相場が上がって、ずいぶん取引が増えているのですけれども、その数日分程度で、このマイナ

ス部分というのはもう埋められるような幅なんですね。 

ですから、もちろん相場次第というところはあるのですけれども、しっかりと経費もコントロール

されているし、INOだとかいろいろな他のこともやっていて、お客様のクリプトのトレーディング

していただく部分で稼がなければいけない部分というのは、それなりにもう小さくなっているんで

すね。そこに、少しでも相場が活気を呈してくると、一気に抜くという感じなので、セグメント利

益の黒字化のタイミングというのはエニタイム、相場次第でありますけれどもエニタイムだとは思

います。 

原 [Q]：SMBC日興の原です。1問目、同業他社の手数料無料化による御社への影響が、9月以降

どのように表れているのか、ご説明ください。 

清明 [A]：これは際立って何か、例えばお客様が流出しているなとか、新規口座が減ったなという
のは、まだ感じ取れていないのですね。もちろんこれから先、よく注視しないといけないと思いま

すけれども、マネックス証券の場合、NISA につきましてはもともと無料幅も多くて、2024年以降

も NISA は基本的に全部無料です、ということもご案内させていただいておりますし。それからド

コモさんとの提携を発表して、雰囲気もまた少し変わってきたというのもありますので、すみませ

ん、現状ではあまり何も、何もと言うとあれかもしれませんが、あまり変化は感じ取れていないと

いう状況です。 

原 [Q]：2問目、米国におけるクラウド費用の計上とは何でしょうか。一時的なものか、何かに連

動して増えるものなのですか。 

清明 [A]：これは 22ページですね。データの提供の方法が変わったことによって、それに対応す

るための費用なのですけれども、半分ぐらいが一過性の費用という形でございますので、ずっとこ
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のような形で、今これでいうと 80万ドル、これが全部ずっと増えるわけではないということでご

ざいますが、若干上乗せされている形です。 

松本 [A]：80万ドルは、通信費、運送費、情報料を全部合わせたものなので、その中にクラウド

化による一時費用と今後の費用があるけれども、それは部分であるということですね。ですから、

あまり大きい額ではないと考えていただいてよろしいかと思います。 

原 [Q]：3問目、クリプトはこれまで口座数の拡大が続いてきた一方で、売買は低迷してきまし

た。市場は足元活況ですが、低下してきた顧客アクティビティは高まっていると考えればよいでし

ょうか。 

松本 [A]：はい。先ほど申し上げたように、この 3日間でもかなりの商いが立っております。取引

があまり起きていないだけで、顧客は残っているんですね。その方たちが動き始めたということ

で、やはり BTCが一番多くて、次にイーサも取引をされ、合わせて今 BTC が、相場もアクティビ

ティもすごく引っ張っているのですけど、イーサがあり、他のオルトコインも、やはりそれによっ

て興味をもう 1回持って取引が行われる形で、お客様のアクティビティが戻ってきている、高まっ

ているということであります。 

岡田 [Q]：UBS証券の岡田です。1問目、可能であれば、De-SPAC 上場の現状をご教授くださ

い。BTC現物 ETF承認期待、SECとグレースケール裁判の進展など、クリプト市場と当局の関係

に進展が見受けられます。足元の動向は、上場には追い風とお考えでしょうか。 

松本 [A]：BTCETFは、承認されるのはおそらく時間の問題ではないかとは思いますけれども、お

っしゃるように SEC が上訴を断念するとかいろいろなことが起きていて、全般に SEC は、クリプ

トに関してやや穏やかになっているようには見受けられますが、それだからということではなく

て、われわれとして SEC 相手にしっかりとプロセスを進めていて、それがもともと考えていたよ

りもずいぶん時間がかかってしまっているのですけれども。それが着実に進んでいるという意味に

おいて、足元の動向というか、われわれのやっていること等で、上場に向けては近づいていると考

えています。ただし、最終的には SEC がどのように判断するかなので、そこに委ねなければいけ

ないところというのがある、という状況です。 

岡田 [Q]：2問目、マネックス・アクティビスト・ファンドの、成功報酬計上の継続性をどう考え

ればよいでしょうか。2Qの成功報酬はどのような内容だったのでしょうか。 

松本 [A]：成功報酬は、ベータ部分とアルファ部分と両方あって、2Qはベータから発生している

部分もあります。大きいです。ただ、アクティビストファンドはまだまだ AUM が小さくて、全部
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で 200億円にも達していないので、今回たまたま少し計上していますけれども、あまり威張れる

ような額ではなくて、まずは AUMをもっとしっかりと大きくした上で、意味のある管理報酬と成

功報酬にしていきたいと考えています。 

松本 [A]：他にご質問はございますでしょうか。いかがでしょうか。どんなことでもかまいません
が。みずほ証券、坂巻様。 

坂巻 [Q]：ドコモとの提携効果で、口座獲得の上乗せ 200万口座とするのは、どのような前提でし

ょうか。定性的でも良いので、確度や強気感を教えてください。 

松本 [M]：3年で、もともとのプランに比べて上乗せ 200万と。 

清明 [A]：これは、どう言ったらいいのでしょうか。ドコモさんはチャネルもたくさんあるんです
よね。単純に送客をするというのもあるかもしれないですし、アプリの中に口座開設の窓を作ると

かもありますし、ショップで口座をご案内いただくというのもあるので、そういったものをいくつ

か想定を置いてシナリオを考えて、私たちのこれまでのマーケティング施策なども踏まえながら数

字を見て合わせていったという形でございますので。 

決して強気なわけでなく、ドコモさんからすると、もっといけるのではないかという話になるかも

しれないぐらいでございますけれども、われわれとしては、単に口座だけ取るのを目的としている

のではなく、せっかく口座開いてくださったお客様にきちんと資産形成していただいて、お客様の

資産を増やしてもらうというのが重要なので、しっかりターゲティングをして、いわゆる稼働する

口座をしっかりと取っていきたいと思っております。確度は、がんばります。 

松本 [A]：10月 4日の記者会見の後のぶら下がりのインタビューとか取材では、清明が話して、

私も横で他の記者の方と話していて、違うところでドコモの方がぶら下がりを受けて回答されてい

たのですけれども、それが全部終わった後にドコモの方と話したら、私は 1,000万口座と言ってし

まいました、というふうにおっしゃっていたので、ドコモさんは実はもっと強気です。ですので、

きちんと積み上げて考えるとこのくらいいけるだろうというふうに考えているという、そんな状況

です。次は、三菱 UFJモルガン・スタンレー証券様です。 

質問者 [Q]：モバイル大手と提携しているケースを踏まえると、それほど集客が増えるようには見
受けられないのですが、どのような革命的な仕組みを導入されるのでしょうか。 

清明 [A]：大きく違うのは、私どもは 2017年にシステムを内製化しているのですね。苦労したの

ですけれども。そこから参照系の API、更新系の API、さまざまな APIをもう既に作っています。

なので、例えばドコモさんがドコモさんのお客様に、マネックス証券の口座を開けてくださいと移
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ってもらうのではなくて、その APIを引っ張っていただくことで、ドコモさんのアプリだったり何

なりでマネックス証券にシームレスに繋げていけるということができるというのが、苦労して内製

化した成果なのですけれども、イオンさんともそういったことをやるわけなのですけれども、それ

がやはり違うかなとは思いますし。 

それから 3年ほど前からアセマネモデルと言っていますけれども、少額でのコツコツ資産形成サー

ビスもものすごく拡大して拡張してきたのです。毎日積立サービスもそうですし、クレカ積立もそ

うですし、そういったものもあります。それから投資教育、これも 25年ぐらいずっと強化してや

っておりますので、単純に商品・サービスをポンと置くのではなくて、わからない方々、投資初心

者の方々に、金融リテラシーもしっかりと身に付けていただける形でコンテンツも載せられるとい

うのもありますので、その辺りが私どもとしては一生懸命やっていきたいなと思っています。 

松本 [M]：他にご質問はございますでしょうか。よろしいですか、もし追加でご質問がありました
ら、当社にお電話いただければ、お答えしたいと思います。 

事業ポートフォリオとしてずいぶんバランスが良くなって、しかも規模も出てきていて、あと一番

ボラティリティが高いのはクリプトだと思うのですけれども、ここもコストをしっかりコントロー

ルして、先ほど申し上げたように、クリプトトレーディング以外の収入などで採算地点をずいぶん

変えてきているので、これも黒字化も簡単にできるところにもう来ていますから、全体として規模

も増えて安定化し、かつアップサイドもいけるという状況かなと思います。 

で、ドコモさんとのことで、低成長になっていた、安定だけれども成長率が低いという日本のビジ

ネスについて再度大きな成長を得るということで、かつそのお金を使ってグループ全体の事業ポー

トフォリオをさらに良くして成長も取りに行き、かつ還元をするという形でやっておりますので、

われわれとしてはかなり良い形に作ってきていると考えておる次第です。 

それでは本日はありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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